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⚫ 2040年までの消滅可能都市は 1,799都市のうち896都市（日本創生会議2014年）
【消滅可能都市数（市町村数）…長野：34（77）、岐阜：17（42）、静岡：11（35）、愛知：7（54）、三重：14（29）】

⚫ 地方都市は新たな豊かさを備えていくことが不可欠（広井良典「定常型社会」）

⚫ コミュニティに居場所、子育て世帯も高齢者も安心、地元に雇用機会増加、自然環境が保
全、地域の主体的な動き

⚫ 「人の空洞化」「土地の空洞化」「むらの空洞化」が進行、コミュニティ再生と地域産業
おこしが核心（小田切徳美）

⚫ 内発的な産業おこしは、地域の特性を生かした具体的アプローチから始動

⚫ 多角的な視点からの対応と地域社会を巻き込んだ息の長い取り組み
  

１．社会課題



⚫ 基軸的支援の分野を ①地域資源の活用 ②地域産業おこし ③生活環境の改善として民間
公益活動団体を公募

⚫ 応募団体は上記①②③のどれかに焦点を当て（複数可能）、多角的に支援活動を展開す
るため、団体・個人からなるチームを構成

⚫ 支援のビジネス化も視野に入れてソーシャルビジネス（SB）を始動させ、多様な資金確
保（事業収入/助成金/寄付金）(事業ミックス)の道筋を構築

⚫ 助成後も、チームの支援活動を支える仕組み(コミュニティプラットホーム(CPF))を構築

⚫ CCFは地域問題研究所、SBに詳しい学識者、当該県の中間支援組織と連携して、一体的
にチームを伴走支援

２．事業概要



３．チームの構成

■幹事団体…CCFとの契約団体で、チームの幹事役を担いつつ一体的な支援活動を実施
■現場団体…チームの一員として幹事団体に協力し、一体的な支援活動を実施

・各種NPO………子育て支援、高齢者支援、外国人支援団体等の専門的活動団体
・自主グループ…安全見守り、環境美化、趣味作品製作、お祭り開催等をしているグループ
・大学……………自然/歴史/文化環境保全、地域活性化、福祉活動等で地元に関わりのある大学
・企業……………ITソフト会社、材木関連会社、農業関連会社、地元物産販売店等
・個人……………元地域おこし協力隊員、建築士、アーティスト/デザイナー、庭師等

①地域資源の活用
(例)自然/歴史/文化環境保全、域外交流、移住促進、

観光施設整備

②地域産業おこし
(例)地域物産販売、観光業業、ソーシャルビジネス、

テレワークオフィス

③生活環境の改善
(例)子育て支援、高齢者支援、移動支援、多文化共生

★現場団体の過半数は、これまでに幹事団体と連携した活動実績のあることが要件

事業対象分野チーム

幹事団体
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大学
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個人
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• 地域社会に求められる支援
団体/個人のつながりの場

• 具体的な活動展開のための
つながりの場

• 支援に共感し協力可能な団
体/個人が自由参加できる
つながりの場

• 行政施策の展開上、必要性
が認められるつながりの場

• 事業のビジネス化も視野に
入れ、持続的活動を支える
つながりの場

CPF

４．コミュニティプラットフォーム（CPF)CPF

① 地域資源の活用
② 地域産業おこし
③ 生活環境の改善
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支援活動の分野

チーム

CCF、地問研、学識者、当該県中間支援組織
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CCFは、①地域資源の活用、②地域産業おこし、③生活環境の改善の側面から、地域コミュニティに
おける社会課題に対応するため、 地域問題研究所、起業・SBに詳しい学識者、当該県の中間支援組
織と連携し、チームを一体的に伴走支援する。

ビジネス展開に向けて専門的立場からアドバイス

地域問題研究所
(地域まちづくり)
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支援チームと地域団体等との連携促進
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5．伴走支援体制

CCF
（全般）



ご清聴ありがとうございました。
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